
  温暖化防止条約に冷淡な 
  アメリカの事情 
 
●環境問題というのは非常に多様な側面をも
っています。そのために、今アメリカという国
が大きな問題になっています。京都議定書が
できて、アメリカもメンバーの一国として進ん
できたわけですが、ブッシュ政権になってから
「わしはやめた」と言い出してしまいました。
ブッシュ政権というのは、アメリカの国益とい
うことをまず第一に掲げた方針をとろうとし
ているということがあります。それでは、どう
してブッシュさんが国益ということを主張す
るのでしょうか。 
●ブッシュさんは、テキサス州出身で、テキサ
スの後押しをすごく受けた大統領だというこ
とです。テキサス州は、とにかく広いところです。
片側7車線、全部で14車線などという大規模
な高速道路が縦横に走っている。それによっ
てようやく次の町に行って人に会う。ビルから
一歩外に出たら全部自動車でないと用が足り
ないというような雰囲気のところであります。
石油産業が始まった地ということもあり、いろ
いろな産業が集中し、そこで経済活動を行っ
ている。経済成長をすることによって、つまり
お金をどんどん稼ぐことによってそのお金を
新しい技術に投資する。そういう方向でやっ
ていった方がうまくいくだろうというのが産業
界の考え方で、ブッシュさんも知事時代にそう
いうことをむしろ積極的に進めたわけです。
もう一つ、実はテキサスの名物というのがあ
りまして、これが軍事産業で、軍事産業も大き
なバックグラウンドです。産業、軍事、官、その
三つが大変うまく結びついているというのが、
抽象的にいうと現在のアメリカ政府といって
いいのではないかと思います。 

廃棄物 
排出状況 

  ヨーロッパの環境対策への 
  積極的な取り組み 
 
●環境問題は、20世紀ずっとやってきた大量
生産、大量消費、大量廃棄などに象徴される
経済社会を大きく変えなければいけないとい
うのが基本にあるわけです。ヨーロッパの国々
がこの10年間ぐらい、世の中の経済社会のあ
り方を変えようということで大変熱心に事を
進め、その成果がかなりはっきりと出てきてお
ります。 
●ＥＵが加盟国全体で2008年から2012年
ごろを目指して京都議定書では8％の二酸化
炭素を減らすという約束をしています。ちな
みにドイツは2000年に1990年に比べて既
に18％減らすことに成功しております。それ
からイギリスが2000年の段階で、1990年
に比べて14％減らしたと。そこには石炭を燃
す火力発電所をだんだんやめていったという
ことがあるわけです。ただ、エネルギー施設
をやめていけば目標は達成できるのですが、
それでは生活水準はどうなのだという問題が
あるわけで、ヨーロッパはその辺をうまく工夫
してやりつつあるわけです。 
●ドイツの例をちょっとご紹介したいと思いま
す。ドイツに人口が2,600人のシェーナウと
いう小さな町があります。1986年にソ連の
チェルノブイリの原発事故があり、それをきっ
かけに脱原発をしたいと、自分たちで電力会
社をもってしまおうと発想した。町に電気を
配っている変電所があり、そこに運ばれてくる
送電線を町として買い取ってしまおうと。自分
たちの好きな電気、つまり原発で発電した電
気でない電気を買うようにしようではないか
ということを呼びかけまして、住民投票をした
ら大変な僅差でしたが支持を受け、送電線買
い取りの電力会社というのをつくってしまっ
たわけです。6人ぐらいの人が働く電力会社で、
あとはボランティアが参加して、自然エネルギ
ーを中心に買おうということに。これが成功
いたしまして、電力の基本料金を半分にして
しまったのです。そのかわり、電気の使用量が
多いと値段がだんだん高くなる。そうします
と節電のインセンティブが非常に働きまして、
それまで結構むだ遣いしていた電気をぱち 

ぱち消すというようなことになり、実に25％
ぐらい節電効果が上がってしまったのです。
一方、自分でソーラー発電の装置を屋根の上
に乗っけたり、あるいは風車をつくってしまっ
たり、小型の水力発電装置を買い込んで何軒
かで共用で使うという方向も進みまして、そ
れが現在の電力エネルギー供給量の20％に
も上るようになりました。 
●これは大変象徴的な例ですけれども、ドイ
ツ全体がかなりその方向に向いているわけで
す。今や世界一の風力発電国で、10年前は日
本と同じレベルだったのですが、600万kwを
超えた。原発6基分を風力発電で供給すると
いう国になっています。今、ドイツの3人家族、
1軒3人としまして月に大体60円、その風力
発電のために負担をしている。もちろん火力
などに比べて高いのですが、環境汚染の復元
ということを考えると、何をもって高い安いと
いうのかわからないところがあります。とりあ
えずのコスト問題というのはそういう形で克
服をする。制度をつくることによって克服をし
たということです。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●ドイツはヨーロッパの中で一番エネルギー
も消費しておりますし、経済の上で一番影響
力のある国でありますが、2000年から
2030年の間に、今のエネルギー使用量の3
分の2ぐらいにする。つまり、3分の1ぐらい減
らすということを国の方針にしています。も
ちろん生活水準を下げようとかそういうこと
ではなく、脱原発ということをドイツは決めて
しまったわけです。3分の1減らせばやらなく
て済むということになるわけですね。石炭な
どは天然ガスに置きかえ、そしてさらに自然
エネルギーに置きかえていこうという基本的
なエネルギー政策をもっているわけです。 

 

  環境保全から見えてくる 
  これからの時代のあり方 
 

●環境保全をするということは、いってみれば技
術の問題、制度の問題、それから人々の価値観
とライフスタイル、その三つの掛け算であると
考えていいのではないかと思うのです。省エネ
機器をつくる、熱効率を上げる工夫をやっていく、
そういうものもどんどん開発していく。これも重
要なポイントで、まず第一に技術効率の改善と
いうのがある。それから、ライフスタイルも変え
なければいけないといこともあるわけです。暖
冷房をどんどんやる、あるいはどこへ行くにも車
に乗るというようなライフスタイル、海外旅行し
かレジャーではないということを信じてしまうと
か、そういうところの価値観、これが本当の豊か
さなのだろうかということを変える、これも重要
です。それが第二の重要。それから第三番目に
制度の重要さがあると思うのです。ヨーロッパ
は自転車が大ブームです。自転車で町を歩こう
ということがシステムとしてでき上がっている、
制度としてそれが優遇されている、そういう町
づくりをやっているわけです。制度によってライ
フスタイルを変えるということができるわけです。
これは話が違いますが、ISO14001をとること
によって、その中での人間の行動パターンが全
然変わってくるということを考えていただければ、
エネルギー問題についても全く同じことがいえ
るということがおわかりいただけるかと思います。 
●環境問題が重要だということは、実は大変面
白いことだと思うのです。今までの経済社会と
いうのを別の経済社会につくりかえていく、しか
もその中で我慢するとかということではなくて、
むしろ新しい楽しみとか喜びとか豊かさという
ものをみつけ出していける。ある意味では大変
挑戦的な、チャレンジングなことだと思うのです。
そういう新しい概念をもつことによって新しい
経済社会づくり、あるいは新しいライフスタイル
づくり、新しい技術、新しい科学のあり方という
ものがそこにみえてくるということがあるので
はないかと思うのです。 
●世界的な動きということもみながら自分たち
で世の中を選んで、より豊かな社会をつくって
いくのだということをぜひ考えていただきたいし、
実際にやればできるのではないでしょうか。そ
のことを期待いたしまして、話を終わりにさせて
いただきたいと思います。 

「N.I.T.（日本工業大学）環境マネジメントシステム」は、
平成12年6月29日学園創立93周年記念における大
川陽康理事長の宣言に基づいて構築され、平成12年
10月以降、教職員・学生・学内関連企業が一致協力して
そのシステムを実践してきました。その結果、平成13
年6月27日に大学キャンパス全域（学内関連企業を含む）
を対象として「国際環境規格ISO14001」の認証を取
得・登録した事は、エコロジープレスNo.1でお知らせし
た通りです。本号では、「N.I.T.環境マネジメントシステム」 

の初年度の実践結果の概要を報告します。また、
日本工業大学学生自治会は、学内外の研修会等に
積極的に参加して環境マネジメントについて自か
ら学び、大学から遅れること1年で、自らの「学生
環境方針」を宣言してこれに呼応しました。いま
学生は、大学と調和した自らの手による環境マネ
ジメントシステムの構築とその実践に向けて努力
している最中です。第3号ではその実践の状況を
報告したいと思っています。 

環境マネジメントシステムを実践して1年
が経過しました。その取り組みの結果は
別記の通りです。EMS(環境マネジメント
システム)活動1年目は、全ての環境目的・
目標への取り組みが十分できたとは必ず
しも言えず、多くの反省点を残しました。
しかし、“全学一致の活動を展開できたこと”
が何よりの成果であったと思います。特に、
学生が、授業や卒業研究、試験等で忙しい
毎日であるにもかかわらず、自らの努力に
よって「学生環境方針」を宣言したこと。
その後さらにISO14001の規格に沿っ
た“学生環境マネジメントシステムの構築”
に努力して、2002年4月より独自の環境
目的・目標をかかげてその実践に踏み切
れる状況が整備されたこと。これら学生の
活動を支援しながら教育研究機関として
のEMS活動の本質は、“教育”であること
に改めて気づかされました。私たちは地
球環境の保全のため、エネルギーや資源
の消費を削減することはもちろんのこと
ですが、その本質である“教育”に焦点を
おいたEMS活動を学生諸君とともに展開
しなければならないと強く考えています。 

＜機械工学科＞ 
・ 鳥翼型垂直軸風力発電機の研究 
・ 吸排気連続可変バルブタイミング機構によるディー 
　ゼルエンジンの燃費・出力改善と有害排出ガス低減 
・ 吸熱工具によるドライ切削に関する研究 
・ 環境にやさしいドリル深穴加工の基礎的研究 
・ 廃塗料を用いた保水性成形体の製造に関する研究 
・ エネルギー作物の嫌気性メタン発酵 
・ 植物葉の分光を利用した環境評価 
・ コンビニエンスストアの食品廃棄物の実態調査 
・ ドライ切削用コーテッド工具の開発に関する研究 
・ 高効率精錬プロセスの為の混合拡散機構に関する研究 
・ コイル材切削法金属繊維製造に関する研究 
　－環境対応切削法における工具寿命の検討－ 
・ 耐熱ステンレス鋼繊維の応用に関する研究 
　－高効率通電ヒータの開発－ 
 
＜電気電子工学科＞ 
・ 熱伝対を用いた発電装置の試作 
・ 太陽電池の発電量測定装置の製作－測定方法の検討－ 
・ 太陽電池モジュールの作製及び評価 
・ 太陽電池の照明等への応用技術 
・ 建材からのホルムアルデヒド揮発速度 
・ 洗剤等を含有する水の光学的特性 
・ 純酸素および大気酸素の60ＧＨｚ帯スペクトラムの計測 
 
＜建築学科＞ 
・ リモートセンシングによる緑被面積率を用いた行政区
　画別環境評価 
・ 都市内緑地における熱収支と温熱環境の実測 
・ 産業廃棄物を原料とする混和材を用いた耐酸性モル
　タルに関する研究 
・ ステップガーデンを有する建物とその周辺市街地の
　熱環境実測 
・ 屋上緑化手法の違いによる熱的効果の比較 
・ 屋上緑化の現況と木造住宅等への適用に関する調査
　研究 
・ さぁ、みんなで森の学校に行こう 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・ 出会いのやまなみ　～自然としての建築～ 
・ ＡＱＵＡ　ＺＯＮＥ　～自然を求めて～ 
  
＜システム工学科＞ 
・ 本学の太陽光発電システムと表面温度の測定と検討 
・ 気象衛星ひまわりによる日本地域の雲階調と年間降
　水量の比較検討 
・ ＲＤＥ（Reactive Deposition Epitaxy）法を用いた 
　β-FeSi2薄膜成長に関する研究 
 
 
 

・ アルミ板、鉄板を挟む木造柱の耐力実験 
・ 気液相変化駆動ゴムベローズアクチュエータの試作と 
　その応用に関する研究 
・ 日本工業大学における環境会計 
・ メガソニッククーラント法における研削条件の影響 
・ 自動車のトライボロジー（ダイヤモンド・ライク・カーボ
　ン（ＤＬＣ）膜のオイル潤滑特性） 
・ バイオマスのガス化－間接液化による液体燃料製造の研究 
　－（木質系バイオマスの構成成分のガス化反応性） 
・ 廃熱利用蒸発冷房における再生空気温度の影響 
・ 春日部市における酸性雨予報について 
・ 資源循環型社会における飲料容器のリサイクル 
 
＜情報工学科＞ 
・ サイバーコンピュータミュージアムの開発 
・ サイバーシアター「ピノキオ」の開発 
・ Webを用いた授業支援システムに関する研究 
・ 個人自主学習支援Webアプリケーションの開発 
・ Web教材データベースの構築に関する研究 
・ Webを利用したアンケートシステムの自動生成 
・ PHPによるシラバスWebデータベースの開発 
・ 電子答案と採点の自動化に関する研究 
・ Web掲示板におけるログの検索システム 
・ プログラムの動作可視化ツールキットの試作 

 
 
 
＜機械工学専攻＞ 
・ 高速スラブ連続鋳造における鋳型内流動に及ぼす 
　浸漬ノズル内旋回流の効果 
・ 廃家電製品の資源有価性の評価 
・ 積層造形技術の実用化に関する基礎研究 
　－樹脂型の実用化の検討－ 
・ 汎用性に優れた超音波振動切削工具の開発と応用に
　関する研究 
 
＜電気工学専攻＞ 
・ 110GHZ帯ガス吸収計測用Fabry-Perot共振器の開発 
 
＜建築学専攻＞ 
・ 老後の生きがいある里山生活のための自然エネルギー
　利用・快適住宅 
 
＜システム工学専攻＞ 
・ アジア・オセアニア地域における雲画像・降水量から 
　比較検討する水環境 
・ 化学気相輸送（Chemical vapor transport:CVT）法 
　による単相β-FeSi2の大型バルク結晶の作製及び 
　その物性評価 
・ フッ素プラズマ処理によるＤＬＣ（ダイヤモンドライク 
　カーボン）膜の表面改質 
 
＜情報工学専攻＞ 
・ ネットワーク内に分散配置された擬人化エージェント 
　の共同作業に関する研究 
・ 三次元位置センサーを用いた空書文字認識の研究 
・ 指点字会話支援装置の指点字入出力特性の改善方法 
・ Web教材を有効活用するための授業支援ブラウザの開発 
・ 人間型3ＤＣＧモデルを用いたアニメーション制作技法 
　に関する研究 

小出五郎氏（NHK解説委員） 
平成13年10月27日　於：学友会館 

LECTURE  MEETING

N.I.T.環境マネジメントシステムの初年度実践結果を報告。 

ISO年度-1を終えて。 

ISO年度-1　環境報告／平成12年10月～平成13年9月 

ECOLOGY  REPORT

環境をテーマに、様々な角度から研究しています。 

卒業研究＆大学院修士論文 

RESEARCH & THESIS

一部施設だけでなくキャンパス全域を対象としたISO14001で、日本教育機関のさきがけとして認証取得となった 
日本工業大学。平成12年10月から始まった、その環境マネジメント活動の成果などを報告します。 
一歩を踏み出したN.I.T.の環境マネジメント。今後も継続的な努力で、教育・研究環境の改善を目指します。 
 

グリーン調達の状況 
1年間を総括するデータが整備されていません。また、
その認識も十分とはいえず、次年度の目標として基準作
り及び広報活動等、具体的に推進しなければなりません。 

1）紙の再生紙使用率 
印刷紙、コピー用紙、プリンター用紙等の上質紙に関
しては、平成13年9月より100％再生紙を使用して
います。しかし、圧倒的に数の多い刊行物への配慮
をすることができませんでした。 

2）文具・事務用品等のグリーン調達率 
外部から購入する文具・事務用品等について、平成12年度は、
データが把握できず、「グリーン調達の基準作り」が改善の
要点となりました。また、OA機器のグリーン調達についても、
基準を整備し、可能なかぎり推進を図りたいと思います。 

緑化推進・整備状況 
年間計画に従って推進・整備を実施していますが、総
合的な長期計画の策定が必要であると反省しています。
現在、大学正門ロータリー部に県木であるケヤキ2本
を植樹し、緑化推進のシンボルにしようと考えています。 

外部利害関係者からの苦情処理状況 
外部関係者からの苦情は1件発生しています。JACO
に対してメール送信（近隣在住者より・学生の車の騒音）
されてきましたが、対応し解決しています。本学学生
であることは特定されていません。 
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用　紙 
使用量の実績 

上　水 
目標設定値（-2％年）と実績 

上水削減目標達成状況上水削減目標達成状況 
ISO年度年度-1（H12.10-H13.9H12.10-H13.9） 

共通系 
機械工学系 
電気電子工学系 
建築学系 
システム工学系 
情報工学系 
総務部系 
教務部系 
財務部系 
学生部系 
保健体育センター 
図書館 
サービスセンター  
計 

2.0 
9.9 
11.3 
1.7 
7.2 
2.9 
34.0 
2.8 
0.1 
10.4 
2.7 
0.1 
14.8 

100.0 

 

 

－22.9 
－8.5 
－14.5 
－18.7 
－16.5 
－41.1 
－23.8 
22.2 
－23.3 
21.5 
－46.5 
－11.4 
－20.1  

平均－16.9 
 

部　門 部門の構成比（％） 削減状況（％） 

ガス削減目標達成状況ス削減目標達成状況 
ISO年度年度-1（H12.10-H13.9H12.10-H13.9） 

共通系 
機械工学系 
電気電子工学系 
建築学系 
システム工学系 
情報工学系 
総務部系 
教務部系 
財務部系 
学生部系 
保健体育センター 
図書館 
サービスセンター  
計 

4.6 
28.3 
5.7 
8.4 
 

11.2 
2.8 
25.9 
0.7 
6.3 
0.2 
2.3 
3.9 

100.0

－16.8 
－17.4 
－18.3 
－1.4 

 
－33.7 
－37.2 
－19.8 
－20.9 
－7.9 
－3.4 
－19.4 
－10.3  

平均－19.3

部門の構成比（％） 部　門 

電力削減目標達成状況 
ISO年度-1（H12.10-H13.9） 

共通系 
機械工学系 
電気電子工学系 
建築学系 
システム工学系 
情報工学系 
総務部系 
教務部系 
財務部系 
学生部系 
保健体育センター 
図書館 
サービスセンター  
計 

0.8 
26.1 
12.8 
10.7 
8.6 
8.4 
13.1 
4.9 
0.8 
3.5 
1.4 
2.1 
6.7  

100.0

－8.0 
8.1 

－10.0 
－21.4 
1.8 

－11.9 
－22.0 
－9.5 
－3.7 
－7.0 
－21.8 
－19.3 
－7.4  

平均－8.1

部　門 部門の構成比（％） 削減状況（％） 

削減状況（％） 

日本工業大学の研究・教育機能を活用して、環境に
対する意識向上を図るための幅広い活動を継続的
に推進してきました。次年度はこの成果を踏まえ、さ
らに改善を目指し、環境に対する研究成果を環境活
動の具体的な取り組みに反映させていきたいと思
います。初年度は、地域に向けて、また地域と協力し
ての活動や情報発信が充分とはいえず、その解消が
今後の課題です。外部研修会への参加者が教職員、
関連会社、学生を含め多数であることは本学の特長
であり、全学を挙げてのISO活動の活性化にも結び
ついています。今後もさらにその機会を増やしてい
きたいと思います。 

環境教育 
1.環境関連科目開講（平成13年4月～） 
　正規科目：「地球環境と人間社会」「環境と工学・工業社会」 
　自由科目：「自然・生態系観察および演習」 
2.キックオフ大会開催（平成12年10月10日） 
3.環境方針設定・掲示（平成12年10月10日） 
4.環境方針、環境目的・目標を携帯カード化して配布・周知（平
　成13年7月7日） 
5.ISO認証取得報告会開催（平成13年7月24日） 
6.名刺に認証取得を明記（平成13年8月） 
7.外部研修会　JACO「環境内部監査員養成コース」38
　名参加（平成12年10月～平成13年9月） 
8.外部研修会　埼玉県「公害防止監督者資格取得」（平成
　13年9月11日～13日） 

講演会・公開講座・シンポジウムなどの 
参加計画と開催 
1.「N.I.T.エコロジープレスNo.1」の製作　2万部発行 
　（平成13年7月） 
2.「日本工業大学通信＜認証取得特集号＞」発刊 
　（平成13年8月1日） 
3.講演会「地球温暖化と産業活動～ハーグ国際会議に出席
　して～」　於：学友会館　斉藤潔氏（日本電機工業会） 
　（平成12年12月22日） 
4.講演会「ライフサイクルアセスメントに関する最近の話題」
　於：学友会館　田村信一氏（（株）日鉄技術情報センター） 
　（平成13年6月22日） 
5.学会参加「エネルギー変換国際会議」への出席　中国・
　武漢　大川理事長以下4名 
　（平成13年6月17日～20日） 
6.ホームページでの環境情報の発信（平成13年5月～） 
 

環境教育・学生との連携 
1.学生自治会のEMS活動への協力（平成12年10月～平
　成13年9月） 
2.学生総会で学生のISOへの取組みを決議（（平成13年5月29日） 
3.大学と学生自治会で「EMS推進協議会」の設置（平成 
　13年7月24日） 
4.学生の外部研修JACO「ISO14001の概要」受講の支
　援（平成13年3月30日） 
5.学生の環境推進委員会に対して専用室設置　パソコン、
　コピー機、備品・用品等支援（平成13年2月～3月） 
6.学生クラブ棟内の各委員会室と環境推進委員会室にネッ
　トワーク工事支援（平成13年6月） 

環境共生技術と環境負荷低減に関する　
研究の進展と研究成果の実践 
1.「日本工業大学年次要覧2000年」作成・発刊（平成13年4月1日） 
2.環境に関する修士論文、卒業論文をまとめ、「N.I.T.エコロ
　ジープレスNo.1」に掲載 
3.産学リエゾンセンター主催「第3回ビジネス交流会（テ　
　ーマ：環境）」開催・出展（平成13年9月28日～29日）　 

EMS（環境マネジメントシステム）教育の取り組み 
 

ISO14001認証取得記念講演会 

上水については、すでに送水圧の
調整、節水ゴマの取付、手洗い自動
栓の調節等を実施してきたので、
大きな削減は困難と思われ、昨年
比で2％削減を目標としました。し
かし結果は、16.9％の削減を達成。
この主要因は、本館（学生の教室が
中心）トイレの洗浄水に雨水を利
用した効果が大きく反映したこと
です。ちなみにトイレの洗浄水の
雨水利用率は75％に達しています。 

上質紙の消費は、不要紙の活用や表裏印刷の励行
等により、平成11年度実績で12.7％削減しました。
しかし、学内の電子化を一層すすめてペーパーレス
のシステムを推進すなければならないこと、また学
内で大量に発行されている刊行物がISO初年度内
ではEMSの管理下に置くことができなかったこと
などは、今後の継続的改善のおおきな課題です。 

●一般廃棄物 
一般廃棄物（食品廃棄物は除く）は、図に示
す通り非常に大きく増加しています。この原
因は、EMSの実践の中で、30年間にわたり
保管されていた不要な用品、保存期間の切
れた文書等の積極的な整理が一斉に展開さ
れたため、一時的に著しい増加を示したもの
です。一般廃棄物の資源化率（本学園のある
宮代町の基準に準拠）は55.5％でした。なお、
サービスセンターの食堂から排出される生
ゴミは87.3％がコンポストとして資源化さ
れています。 

●産業廃棄物 
キャンパス内の主たる産業廃棄物は、金属、プラスチック、木材、廃
油、廃液、廃試薬、汚泥です。一般廃棄物と同様に過去30年間に不
要となった備品、除却物品、使用できない試薬の処分等が一斉に
行われました。ISOの環境管理活動を通じて整理できたこと、特に
各実験棟内での学生の安全面から有意義であったと考えています。
従って、一時的ではあるものの2.6倍という“昨年比”は全く意味
をなさないほど多量の廃棄物を排出する結果となりました。 

過去5年間の電力消費量は、キ
ャンパス人口の増加にともない
毎年5％増加し続けていました。
平成12年度も同様にキャンパ
ス人口が増加していますので、
このままの状態で推移すると仮
定して基準値を設定。その5％
削減を目標としましたが、8.1％
の削減を達成。これは、昨年実
績比でも3％の削減に相当する
非常に大きな成果です。 

日本工業大学では電力に、国内大

学No.1 313.1kwの単結晶シリ

コン太陽電池による太陽光発電

システム（平成12年度“第5回新

エネ大賞”新エネルギー財団会

長賞＜導入事例の部＞受賞）を

活用しています。ISO年度-1の総

電力消費量約876万kwに対して、

その約3％にあたる約27.8万

kw/hをこの太陽光発電システム

が供給。最先端のクリーンエネル

ギー設備が、電力の消費削減に役

立っています。 

電　力 
の目標設定値（-5％年）と実績 

ガ　ス 
の目標設定値（-2％年）と実績 
環境への配慮などから、キャンパ
ス内の空調用エネルギーを重油か
ら都市ガスに継続的切り替え、平成
13年5月には重油の使用を全面的
に中止しました。そのためもあって
過去5年間のガス消費量は、毎年
約11％ずつ上昇。電力と同様に基
準値を設定し、その2％削減を目標
値としました。結果は19.3％の削
減に成功。昨年比でも9％削減と
なり、大幅な削減効果を得ました。 
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卒業研究（平成13年度） 
 

修士論文（平成13年度） 

アトリエ プラン 

基準値 

目標値 

実績値 

基準値 

目標値 
実績値 

大学の研究・教育機能を 
フル活用して、幅広い活動を展開！ 

総電力消費量の3％ 
27.8万kwhを供給する 
国内大学No.1  313.1kwの 
太陽光発電システム 


